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{話的・?を紫}我々は小縮施織と神経内分泌大鱗臨機との簡の

鱗躍的発現遺伝子解析で小綿}抱議よりも神線内分泌大総総婚

に誌発現している遺伝子の…っとして}Neuronatlnを碗らか

にした.Neuronatin'主新生児期または飴1:織に特典的に神経

系に発現され，正常成人でiま下義体部葉のみに発裁が認めら

れる，今邸，締のgl!/j、縮施識における Neuronatul発現の窓畿

を検討した. [方法}外科(J引こ切除された勝非小錦i線描92関
(線描51例}>>議乎上皮癌41例)のヰ..Jレマリン邸定パラフィン

包援組織を用いて免疫染色を行い}Neuro.n叫in薮訟の発壌と

症例の背殻照子や組織学的特徴との関係を鱗ぺた. [結果}

Neuronatin発現揚性例は線癌の:31.7%，諮王子上皮織の63.4

%にみられ，寝・3まに溺平上皮識に多かった.線機においては有
意、に分化度の低い癌に多く.稀平上皮識においても問機の餓

!勾を認、めた.線機において.Neぽonatin織性症例群の街後生

客様は陰性症例群に比較し有意に不良であった. [結論lN側-
ronatinは総非小綿抱痛においても発壌が見られ，特に鉱分化

な識に発現が多く見られた.線痛についてはNellronatinの発

現は予後と関係してお与，その発現は繰癌の多段階増惑に関

与している可能性が考えられた，


